
愛着の生まれる家具
漆でつくる

A2200205 荒明　なを

■テーマ

残したいもの・伝えたいもの

■制作意図

豊かで何でも安易に手に入ってしまう時代に生まれた私たちは
物に対して愛情や愛着を持つ機会に出会うことが少ない。
そこで昭和の桐タンスのように後々まで残る家具を作りたいと
思った。

丈夫かつ便利かつシンプル

■長く使うための条件

　　　　　　　　　　裁断
　

　　　　　　　　　　接着

　　　　　　　　　　木固め

　　　　　　　　　　布着せ

　　　　　　　　　　目刷り
　

　　　　　　　　　　下塗り
　

　　　　　　　　　　塗り・研ぐ

■製作行程

■感想

■写真

アイディアスケッチ

前々から大きな物を作りたかったのでとてもうれしく思う。
面積が広いので塗りに時間を要したがやりがいがあった。
これから大切に使っていきたい。


